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おもな事業令和２年度の令和２年度の おもな事業
　３月定例会は、５日から１９日までの１５日間の会期で行われ、令和２年度予算は、
予算特別委員会を設置して審査を行いました。
　令和２年度予算１７議案をはじめ、補正予算、条例改正、人事案件など２６議案を審
議し、４２議案を原案どおり可決、１議案を否決しました。
　また、議員提出議案(意見書)４件は、原案どおり可決しました。

安全・安心な道路を提供
町道宇野川端線などの改良工事や、

歩道設置を行う
２億２００万円

たじりこども園新設移転へ
検討委員会を立ち上げ、施設整備
計画を作成する

１１万円

ニチイキッズ湯梨浜ながえ保育園開園
４月開園の保育園に委託料を支払う

６６７０万円

小・中学校のＩＣＴ環境を整備
ＩＣＴを活用した教育の推進のため、

パソコンなどの整備を行う

６０８０万円

羽衣石城国史跡指定をめざす
羽衣石城の調査や、尾﨑家住宅修理
に伴う発掘調査、国道179号バイパス

工事に伴う発掘調査を行う
３９３万円

脱フレイル大作戦
物忘れ相談プログラムやフレイルチェックプ
ログラムなどを導入し、フレイル傾向の高齢

者の早期発見・予防をはかる
３０７万円

フレイルとは、加齢により心身が衰えている状態。
要介護になるリスクが高いといわれている。
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地方消費税交付金
3億3490万円
3.3％

国庫支出金
9億5702万円
9.3％

町債
15億8250万円
15.3％

町税
14億8599万円
14.4％

自主財源
27億5754万円
26.7％

繰入金
7億1665万円
6.9％

その他２
5億5490万円
5.4％

依存財源
75億5746万円
73.3％

地方交付税
39億円
37.8％

国庫支出金
9億5702万円
9.3％

県支出金
6億7074万円
6.5％

町債
15億8250万円
15.3％

町税
14億8599万円
14.4％

自主財源
27億5754万円
26.7％

繰入金
7億1665万円
6.9％

その他１
1億1230万円
1.1％

その他２
5億5490万円
5.4％

依存財源
75億5746万円
73.3％

地方交付税
39億円
37.8％

一般会計
歳入

１０３億１５００万円

維持補修費
1億3534万円
1.3％

人件費
19億2685万円
18.7％

物件費
12億1662万円
11.8％

扶助費
14億7217万円
14.2％補助費等

12億6605万円
12.3％

普通建設事業費
18億1282万円
17.6％

公債費
10億5276万円
10.2％

繰出金
11億6296万円
11.3％

人件費
19億2685万円
18.7％

物件費
12億1662万円
11.8％

扶助費
14億7217万円
14.2％補助費等

12億6605万円
12.3％

普通建設事業費
18億1282万円
17.6％

公債費
10億5276万円
10.2％

繰出金
11億6296万円
11.3％

予備費
2988万円
0.3％

積立金
2億2590万円
2.2％

貸付金
1365万円
0.1％

一般会計
歳出

１０３億１５００万円

解体工事に着手 町債で賄う
令和２年度
一般会計予算

　令和２年度一般会計当初
予算は、総額１０３億１５００
万円で、前年度と比較して
５億４６００万円の増額と
なっている。

歳
入

　
歳
入
で
は
、
町
の
借
金
で
あ
る
町
債
が
、
昨
年
度
よ
り
７
億

３
０
２
０
万
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
町
税
は
、
家
屋
の
新
築
件
数
の
増
加
で
固
定
資
産
税
が
増
え
た

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
昨
年
度
よ
り
１
７
０
９
万
円
の
増
額
と
な
っ

て
い
る
。

　
し
か
し
、
総
額
の
４
分
の
３
は
地
方
交
付
税
な
ど
の
依
存
財
源

に
た
よ
っ
て
い
る
。

歳
出

　
歳
出
で
は
、
普
通
建
設
事
業
費
が
、
昨
年
度
よ
り
５
億
２
９
８
０

万
円
の
増
額
。
こ
れ
は
、
旧
北
溟
中
学
校
校
舎
と
羽
合
体
育
館
の
解

体
工
事
着
手
の
ほ
か
、
ゆ
り
は
ま
ネ
ッ
ト
情
報
通
信
設
備
、
防
災
行

政
無
線
の
更
新
工
事
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
人
件
費
も
４
億
６
８
４
０
万
円
の
増
額
。
こ
れ
は
、
４
月

１
日
か
ら
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
、
物
件
費
の
賃
金

か
ら
人
件
費
の
給
与
に
変
更
し
た
た
め
で
あ
る
。

自主財源 町に皆さんが納めるお金

依存財源 国や県からもらえるお金

繰　入　金 貯金を取り崩して、支払いにあてるお金

国庫支出金 国から使いみちが決められたお金

物件費

用語説明
用語説明

賃金、旅費、委託料、交際費

などの消費的経費

扶助費

繰出金

公債費

福祉手当、児童手当などの経費

特別会計に支出されるお金

町の借金返済に使うお金

町税予算額の前年度比較

主な特別会計予算

税　　目

固定資産税

個人町民税

法人町民税

そ　の　他

合　　　　計

町 税

令 和 ２ 年 度

６億５６８０万円

６億　２４７万円

４４９１万円

１億８１８１万円

１４億８５９９万円

会　計　名 令 和 ２ 年 度 前年度比

国民健康保険事業 １８億　５６５万円 ▲３０４５万円

後期高齢者医療 １億９４０５万円 １４５７万円

介護保険 １９億　４８１万円 ３３８６万円

温泉事業 １３２７万円 ７３万円

下水道事業 １１億４１４２万円 ６５１９万円

農業集落排水処理事業 ２億３３７０万円 ４６３４万円

国民宿舎事業
事業収益

事業費用

事業収益

事業費用

３億　６４９万円 ▲１８０万円

３億　４８６万円 １５９８万円

水道事業
２億２８００万円 ▲６７０万円

２億２５９３万円 ▲８０５万円

前 年 度 比

１０００万円

▲１０万円

０万円

７１９万円

１７０９万円

旧北溟中学校・羽合体育館
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北
溟
体
育
館
に
は

多
目
的
ト
イ
レ
が
整

備
さ
れ
た
が
、
体
育
館
北

側
の
ト
イ
レ
は
老
朽
化
し

て
い
る
。
改
修
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
う
が
、
解
体

後
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

基
本
的
に
は
今
の

体
育
館
は
そ
の
ま
ま

残
す
。
北
側
の
ト
イ
レ
も

そ
の
ま
ま
残
す
。

☆
関
連
記
事
を
18
ペ
ー
ジ

に
掲
載　

給
食
賄
い
材
料
費

は
、
公
立
は
公
定
価

格
で
あ
る
。
私
立
も
同
じ

積
算
根
拠
な
の
か
。

　

公
立
、
私
立
と
も

同
じ
公
定
価
格
で
同

じ
単
価
を
使
っ
て
い
る
。

　

公
立
、
私
立
で
給

食
材
料
費
の
差
異
の

原
因
は
。

　

旧
北
溟
中
学
校
跡

地
に
つ
い
て
、
北
栄

町
も
権
利
者
で
あ
る
。
解

体
費
に
つ
い
て
も
応
分
の

負
担
を
い
た
だ
く
と
い
う

話
も
あ
っ
た
が
、
北
栄
町

と
協
議
し
た
上
で
の
予
算

計
上
な
の
か
。

　

な
が
せ
こ
ど
も
園

は
、
前
年
度
決
算

か
ら
予
算
が
組
ま
れ
る
。

３
歳
未
満
、
３
歳
以
上
を

分
け
ず
、
人
数
案
分
予
算

で
予
算
計
上
し
て
い
る
た

め
、
差
異
が
生
じ
た
と
思

わ
れ
る
。

　

決
算
時
に
委
託
料

の
精
査
を
十
分
に
し

な
け
れ
ば
、
解
消
で
き
な

い
の
で
は
。

　

委
託
料
を
決
算
時

に
精
査
し
、
管
理
運

営
費
、
人
件
費
な
ど
へ
の

支
出
を
町
社
会
福
祉
協
議

会
と
協
議
す
る
。

　

令
和
２
年
度
に
向
け

て
、
担
当
課
に
社
協
と
十

分
協
議
し
て
執
行
す
る
よ

う
指
示
。

☆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の

ふ
る
さ
と
公
園
指
定
管
理

経
費
は
、人
件
費
・
管
理

費
な
ど
の
増
額
に
よ
り
、

４
６
０
万
円
の
増
。

　

基
礎
杭
の
処
理
方

法
に
つ
い
て
、
県
と

協
議
し
て
い
る
。

　

処
理
方
法
が
決
定
す
れ

ば
、
土
地
の
価
値
が
確
定

す
る
の
で
北
栄
町
と
協
議

に
入
り
た
い
。

　

北
栄
町
に
も
、
本

町
に
も
権
利
が
あ

る
と
思
う
。
そ
の
辺
を
考

え
て
事
業
を
遂
行
し
て
ほ

し
い
。　

不
動
産
鑑
定
士
な

ど
に
も
意
見
を
聞
い

て
い
る
。
担
当
者
レ
ベ
ル

で
は
そ
の
こ
と
も
伝
え
て

い
る
。

　

な
る
べ
く
早
く
協
議
で

き
る
よ
う
進
め
る
。

☆
旧
北
溟
中
学
校
の
管
理

特
別
教
室
棟
、
普
通
教
室

棟
、
技
術
棟
、
プ
ー
ル
な
ど

と
、
隣
接
す
る
羽
合
体
育

館
を
解
体
し
、
あ
わ
せ
て

北
溟
体
育
館
の
消
防
・
給

排
水
設
備
を
改
修
す
る
。

令
和
２
年
度

　
　
予
算
特
別
委
員
会

　令
和
２
年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
当
初
予
算
を
、
予
算
特

別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
議
し
ま
し
た
。

　数
多
く
の
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
中
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

北
栄
町
と
の
協
議
は

公
立・私
立
こ
ど
も
園

で
差
異

　

委
託
料
８
７
５

万
円
を
支
払
う
の

に
、
別
に
県
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
協
会
の
業
務

を
行
い
、
報
酬
を
受
け
る

こ
と
に
問
題
が
あ
る
の

で
は
。　

県
の
協
会
業
務

は
、
泊
村
時
代
か
ら

行
っ
て
い
る
。

　

業
務
委
託
契
約
な
の

で
、
業
務
の
内
容
を
満
た

し
て
い
れ
ば
問
題
は
な

い
。
決
算
上
も
整
理
し
て

い
る
。　

県
の
協
会
の
事
務

負
担
が
、
人
件
費
増

の
要
因
で
あ
れ
ば
、
本
末

転
倒
。　

公
園
管
理
の
た
め

の
人
件
費
増
だ
と
確

認
し
て
い
る
。

副
業
は
問
題
な
い
か

問

答

解体される旧北溟中学校

問答

答問答問

答 問

答問答

問

答

問
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地
型
自
治
体
連
携
事
業
に

変
わ
っ
た
。
な
ぜ
１
年
で

変
え
た
の
か
。

　

昨
年
の
交
付
金
事

業
は
令
和
２
年
ま
で

対
象
。
新
し
い
Ｓ
Ｉ
Ｂ
に

乗
り
か
え
る
と
、
最
長
５

年
延
び
る
。

　

今
度
の
事
業
は
具

体
的
に
何
を
す
る

の
か
。　

昨
年
度
も
行
っ

て
い
る
事
業
の
拡

大
版
で
、
会
員
を
５
年
間

で
１
４
０
０
人
に
引
き
上

げ
る
。　

昨
年
度
の
事
業
で

は
、
会
員
が
な
か
な

か
集
ま
っ
て
い
な
い
。
推

進
体
制
は
ど
う
か
。

　

４
市
町
で
協
議

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
推

進
体
制
を
決
め
て
い
る
最

中
。
内
部
の
職
員
体
制
を

充
実
し
て
い
く
。

☆
地
域
の
将
来
を
支
え
る

人
材
の
呼
び
込
み
を
は
か

る
た
め
、
都
市
圏
で
の
移
住

定
住
相
談
会
に
参
加
し
、

町
の
魅
力
を
発
信
す
る
。

　

移
住
検
討
者
一
人
ひ
と

り
を
フ
ォ
ロ
ー
し
、
実
際
の

移
住
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン

事
業
、
生
涯
活
躍

の
ま
ち
づ
く
り
事
業
、
移

住
定
住
支
援
と
あ
る
が
、

最
終
方
針
は
ど
こ
に
あ
る

の
か
。　

人
口
増
対
策
、
移

住
定
住
と
い
う
財
源

的
目
標
か
ら
移
住
者
を
呼

び
込
む
事
業
と
な
る
。
Ｉ

Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
は
、
県
の
事

業
と
重
な
る
が
、
多
世
代

活
躍
の
ま
ち
と
し
て
継
続

的
に
つ
な
げ
て
い
く
。

　

住
み
よ
い
ま
ち
、

住
ん
で
よ
か
っ
た

ま
ち
、
豊
か
な
ま
ち
に
な

り
、
Ｉ
Ｊ
Ｕ
タ
ー
ン
の
仲

誇
り
を
感
じ
る
ま
ち
へ

間
を
作
り
、
誇
り
を
感
じ

る
ま
ち
に
す
る
努
力
を
し

て
ほ
し
い
。

　

レ
ー
ク
サ
イ
ド
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
に
県
外

か
ら
６
世
帯
、
県
内
か
ら

32
世
帯
が
移
住
さ
れ
る
。

暮
ら
し
や
す
い
、
健
康
づ

く
り
の
ま
ち
と
し
て
推
進

し
て
い
く
。

☆
新
規
事
業
と
し
て
、
４

市
町
（
大
阪
府
高
石
市
、

奈
良
県
田
原
本
町
、
福
岡

県
飯
塚
市
、
湯
梨
浜
町
）

が
共
同
で
、
Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
活

用
し
た
事
業
を
行
う
。

　
健
康
寿
命
の
延
伸
と
、医

療
費
抑
制
に
取
り
組
む
。

　
Ｓ
Ｉ
Ｂ
と
は
、行
政
や
民

間
事
業
者
が
連
携
し
、社
会

問
題
の
解
決
を
め
ざ
す
成
果

志
向
の
取
り
組
み
の
こ
と
。

　

昨
年
度
は
、
食

と
農
の
健
康
ま
ち

づ
く
り
事
業
、
今
年
度
は

Ｓ
Ｉ
Ｂ
を
活
用
し
た
飛
び

　

健
康
寿
命
が
延
び

れ
ば
平
均
寿
命
も
延

び
、
医
療
費
削
減
に
つ
な

が
ら
な
い
と
い
う
見
解
が

あ
る
が
。

　

長
寿
化
で
医
療

費
の
増
加
は
考
え

ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
介

護
予
防
や
生
活
習
慣
病
予

防
に
つ
な
が
り
、
医
療
費

の
削
減
が
は
か
ら
れ
る
と

思
う
。

　

一
定
の
年
齢
ま
で
健
康

を
維
持
す
る
の
が
目
標
の

事
業
で
あ
る
。

☆
大
規
模
地
震
・
土
砂
災

害
・
豪
雨
な
ど
に
向
け
、町

全
体
を
対
象
と
し
た
総
合

防
災
訓
練
を
実
施
す
る
。

　

避
難
訓
練
は
ど
の

く
ら
い
の
地
域
で
実

施
さ
れ
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
要
支
援
者
へ
の

個
別
訓
練
の
実
施
は
。

会
員
は
集
ま
る
の
か

町の防災訓練（花見地区）

　

昨
年
、
泊
地
域
で

防
災
訓
練
を
実
施

し
た
。

　

要
支
援
者
は
５
０
０
人

ぐ
ら
い
お
ら
れ
る
。
総
合

防
災
訓
練
の
中
で
、
実
際

の
災
害
を
想
定
し
た
訓
練

を
行
っ
て
い
く
。

　

住
民
の
防
災
力
を

高
め
る
必
要
が
あ
る

と
思
う
が
。

　

令
和
元
年
度
は
40

集
落
で
防
災
マ
ッ
プ

の
講
習
会
を
行
っ
た
。
現

場
に
出
か
け
て
危
険
箇
所

の
点
検
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
集
落
も
あ
る
。
実
践

要
支
援
者
へ
の
訓
練
は

面
の
訓
練
も
重
ね
て
い
き

た
い
。　

避
難
場
所
に
つ
い

て
、
い
ざ
と
な
っ
た

ら
民
間
施
設
に
お
願
い
す

る
考
え
は
。

　

旅
館
組
合
と
は
協

定
を
結
ん
で
い
る
。

　

田
後
地
区
で
も
、
立
体

駐
車
場
の
利
用
に
つ
い
て

好
意
的
に
受
け
止
め
て
い

た
だ
い
て
い
る
。

　

提
携
を
広
げ
て
い
き
た

い
。

問答問

問 答

問 答答問答

問答問

問 答答

問答
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☆�

町
長
等
の
給
与
の
特
例

に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

令
和
２
年
２
月
19
日

に
、
町
立
た
じ
り
こ
ど
も

園
で
、
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
を

持
つ
２
歳
児
４
人
に
対

し
、
誤
っ
て
卵
が
含
ま
れ

た
ケ
ー
キ
を
提
供
。
そ

の
う
ち
の
１
人
に
ア
レ
ル

ギ
ー
症
状
が
出
た
。
病
院

に
救
急
搬
送
し
治
療
を
受

け
た
と
い
う
事
案
へ
の
責

任
を
取
り
、
町
長
の
４
月

分
の
給
与
を
、
10
％
減
額

す
る
も
の
。

事
案
発
生
後
の
対
応

　

家
庭
に
連
絡
し
、
事
情

説
明
と
謝
罪
及
び
経
過
観

察
を
依
頼
。
担
当
医
か

ら
、
今
後
の
治
療
方
針
及

び
指
導
を
受
け
る
。

　

町
内
全
８
園
の
園
長
を

の
目
的
と
非
常
勤
の
も
の

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条

例
は
、
全
く
別
の
目
的
で

あ
る
。
本
末
転
倒
な
条
例

と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

２
、
執
行
機
関
の
補
助
的

事
務
所
掌
な
の
か
、
専
門

委
員
会
の
設
置
に
ふ
さ
わ

し
い
の
か
、
設
置
可
否
が

不
透
明
で
形
だ
け
の
条
例

案
で
あ
る
。

３
、
性
急
か
つ
拙
速
な
条

例
案
で
あ
り
、
法
の
整
合

性
を
整
え
る
べ
き
で
あ

る
。

☆�

監
査
委
員
の
人
事
案
件

に
同
意
し
た
。

　
　

（
敬
称
略
）

◇
監
査
委
員

　
金
涌
　
孝
則
（
別
所
）

　　

任
期
は
、
令
和
２
年
５

月
１
日
か
ら
令
和
６
年
４

月
30
日
ま
で
。

人
事
案
件

条
例

　
制
定
・
改
正

屋
外
ト
イ
レ
を
改
修

　
　
　
　
（
泊
小
学
校
）

☆
一
般
会
計

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
億
８
８
９
万
円
を
減
額

し
、
補
正
後
の
予
算
の
総

額
を
99
億
５
８
３
８
万
円

と
す
る
。

・�

ふ
る
さ
と
湯
梨
浜
応
援

基
金
事
業

８
２
１
万
円

　

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附

額

が

見

込

み

額

を

上

回

り

、

２

月

現

在

で

２
億
２
９
３
７
万
円
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
金
額

に
応
じ
増
額
補
正
す
る
。

・�

泊
小
学
校
管
理
運
営
臨

時
経
費

３
３
９
５
万
円

　

避
難
所
機
能
強
化
の
た

め
、
プ
ー
ル
に
併
設
す
る

既
存
の
屋
外
ト
イ
レ
を
解

体
撤
去
し
、
防
災
備
蓄
倉

庫
を
備
え
た
多
目
的
ト
イ

レ
を
新
設
す
る
。

　

あ
わ
せ
て
、
プ
ー
ル
の

水
を
利
用
し
た
マ
ン
ホ
ー

ル
ト
イ
レ
の
設
置
な
ど
の

た
め
、
増
額
補
正
す
る
。

補
正
予
算

寄
附
金
の
増

避
難
所
機
能
を
強
化

町
長
の
給
与
を
減
額

集
め
、
事
案
発
生
に
つ
い

て
説
明
及
び
注
意
喚
起
を

行
う
。

　

た
じ
り
こ
ど
も
園
の
全

保
護
者
へ
、
経
過
及
び
再

発
防
止
策
な
ど
の
説
明
。

　

町
内
全
８
園
で
「
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
再
確
認

し
、
全
職
員
で
再
発
防
止

に
努
め
る
。

☆�

民
法
の
一
部
改
正
に
伴

う
関
係
条
例
の
整
備
等

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

町
営
住
宅
の
入
居
、
退

去
時
の
要
件
を
定
め
る

も
の
。

①
連
帯
保
証
人
を
２
人
か

ら
１
人
と
す
る
。

②
連
帯
保
証
人
は
、
町
外

に
居
住
の
方
も
可
能
と
す

る
。

③
連
帯
保
証
人
が
保
証
す

る
極
度
額
を
新
た
に
設
定

し
、
家
賃
の
６
か
月
分
相

当
額
と
す
る
。

④
退
去
時
の
障
子
や
ふ
す
ま

の
張
り
替
え
、
畳
の
表
替
え

連
帯
保
証
人
を
一
人
に

な
ど
の
費
用
は
、
入
居
者
の

負
担
と
す
る
こ
と
を
明
文
化

し
た
。

☆�

湯
梨
浜
町
附
属
機
関
設

置
条
例
の
制
定

　　

こ
れ
ま
で
要
綱
に
よ
り

設
置
し
て
い
た
各
種
の
委

員
会
・
協
議
会
な
ど
を
、

本
条
例
に
よ
り
町
の
執
行

機
関
の
附
属
機
関
と
し
、

臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
任

用
根
拠
を
明
確
に
す
る

も
の
。

　

執
行
機
関
は
、
町
長
・

教
育
委
員
会
・
農
業
委
員

会
で
、
46
の
附
属
機
関
が

あ
る
。

　

附
属
機
関
の
組
織
、
運

営
な
ど
の
必
要
な
事
項

は
、
執
行
機
関
が
別
に
定

め
る
。

　

こ
の
提
案
に
対
し
、
質

問
・
異
議
が
あ
り
、
採
決

の
結
果
、
否
決
と
な
っ
た
。

否
決
理
由

１
、
附
属
機
関
設
置
条
例

条
例
案
を
否
決
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賛否が分かれた議案 （○：賛成　×：反対等）

議　　案　　名
寺

地

浦

木

上

野

濱

中

河

田

増

井

光

井

松

岡

米

田

竹

中

会

見
結 果

議案第５号　令和２年度湯梨浜

町一般会計予算
○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × ○

賛成９人

可　決

議案第33号　湯梨浜町附属機関

設置条例の制定について
○ ○ × × ○ × × ○ × × ○

賛成５人

否　決

※議案の採決は、入江議長を除く11人で行います。

※上記以外の議案は全会一致で可決及び同意しました。

常任委員会に付託した陳情は、慎重に審査を行い次のとおり決定しました。

陳 情 審 査

件　　　名 陳情者名 採決結果

米軍普天間飛行場の辺野古移設を促

進する意見書に関する陳情

宜野湾市民の安全な生活を守る会

会長　平安座　唯雄
不 採 択

公共放送の運営に係るコンプライア

ンスの徹底及び、消費者保護体制の

強化を求める意見書の提出について

（陳情）

足羽　佑太

採 　 択

全会一致

（国に意見書を提出）

選択的夫婦別姓の導入など、一日も

早い民法改正を求める意見書提出を

求める陳情

新日本婦人の会鳥取県本部

会長　山内　淳子
不 採 択

女性差別撤廃条約選択議定書のすみ

やかな批准を求める陳情

新日本婦人の会鳥取県本部

会長　山内　淳子

採 　 択

全会一致

（国に意見書を提出）

厚生労働省による公立・公的病院名

の公表の白紙撤回と地域医療の充実

を求める意見書の提出を求める陳情

鳥取県医療労働組合連合会
執行委員長　池原　裕子

鳥取県社会保障推進協議会
会長　藤田　安一

採 　 択

全会一致

（国に意見書を提出）

公定価格の改善、待機児童解消、保育

士の処遇改善のための必要な措置を

求める意見書の提出を求める陳情書

鳥取の保育を考える会

会長　石井　由加利

採 　 択

全会一致

（国に意見書を提出）
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今
後
の
見
通
し
、

対
応
は
。

　

か
な
り
長
期
戦
に

な
り
、
お
客
様
が
減

る
と
い
う
危
機
感
を
持
っ
て

い
る
。

　

県
外
に
出
か
け
て
い
く
の

は
む
ず
か
し
い
の
で
、
電
話

で
営
業
活
動
を
し
て
い
く
。

　

状
況
を
把
握
し
な
が
ら
、

対
策
を
早
く
検
討
し
て
い

く
。

総 務 産 業 常 任 委 員 会

東
郷
池
の
黒
ダ
イ
ヤ　

　
　
品
質
に
問
題
な
し

　
売
り
上
げ
落
ち
込

み
に
対
す
る
町
の
対

応
は
。　

町
独
自
と
し
て
現

在
で
は
む
ず
か
し

い
。

☆
今
年
の
１
月
28
日
の
新
聞
に
、
「
黒
い
ダ
イ
ヤ
に
異

変
、
シ
ジ
ミ
貝
の
殻
に
白
さ
が
目
立
つ
。
身
や
味
、
品
質

に
問
題
な
し
。
原
因
は
不
明
」
と
の
記
事
が
載
っ
た
。

　
漁
協
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
シ
ジ
ミ
の
価
格
が
下
が
っ

た
り
、
市
場
か
ら
の
取
引
が
減
っ
た
と
い
う
よ
う
な
影
響

は
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
従
来
か
ら
、
東
郷
池
の
一
部
地
域
で
、
そ
う
い
っ
た
も

の
が
取
れ
や
す
い
場
所
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

酸
素
不
足
で
硫
化

物
が
増
え
て
い
る
の

が
原
因
で
は
な
い
か
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。 

　
東
郷
池
の
酸
素
不

足
が
原
因
な
の
か
。

　

そ
う
い
う
傾
向
が

あ
る
よ
う
で
、
発
生

し
や
す
い
状
況
に
な
っ
て
い

る
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
前
か
ら
傾
向
は

あ
っ
た
が
、
酸
素
不

足
の
影
響
で
範
囲
が
広
が
っ

た
の
か
。

とれたてのシジミ

マスク着用で対応（水明荘フロント）

　
以
前
の
よ
う
に
、

覆
砂
対
策
な
ど
は
考

え
て
い
な
い
か
。

　

覆
砂
は
、
少
し
ず

つ
県
の
事
業
で
行
っ

て
い
る
。

　
覆
砂
対
策
で
改
善

に
向
か
う
な
ら
、
今

後
も
研
究
し
て
ほ
し
い
。

　

県
に
も
相
談
し
て

み
た
い
。

　
現
在
の
状
況
は
ど

う
か
。

　

１
月
末
時
点
で
は

大
き
な
影
響
は
な
い

が
、
今
後
は
か
な
り
大
き

な
影
響
が
出
る
と
危
機
感
を

持
っ
て
い
る
。

　
現
在
の
予
約
状
況

は
。

　

５
月
の
連
休
の
こ

ろ
の
予
約
状
況
は
、

伸
び
悩
み
の
傾
向
。

　
現
在
の
対
策
は
。

　

国
、
県
の
対
策
資

料
を
掲
示
す
る
と
と

も
に
、
従
業
員
の
マ
ス
ク
着

用
の
御
理
解
を
い
た
だ
く
よ

う
フ
ロ
ン
ト
に
掲
示
。

問答

問答

問答

問答

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
　

水
明
荘
へ
の
影
響
は

問

答

問答

問答問答

問答
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洋
式
化
の
要
望
が

あ
り
、
駅
舎
と
あ

わ
せ
て
来
年
度
に
検
討
し

た
い
。　

維
持
管
理
費
の
方

法
と
費
用
は
。

　

一
般
的
な
公
共
施

設
と
同
じ
管
理
。
費

用
は
、
泊
港
広
場
の
ト
イ
レ

ぐ
ら
い
。

総 務 産 業 常 任 委 員 会

泊
漁
港　
朝
市
で
に
ぎ
わ
い

　
完
成
予
定
は
い
つ

ご
ろ
か
。

　

令
和
３
年
の
３
月

末
を
予
定
。

　
撤
去
費
用
の
上
積

み
予
定
額
は
。

　

最
大
限
の
負
担

増
を
お
願
い
し
て

い
く
。

☆
泊
小
浜
沖
で
定
置
網
漁
操
業
を
し
て
い
る
。
平
成
30
年

度
は
６
月
か
ら
11
月
ま
で
の
操
業
で
、
漁
獲
量
57
ト
ン
、

売
上
額
２
０
０
０
万
円
。
令
和
元
年
度
は
、
71
ト
ン
、

３
０
０
０
万
円
に
達
し
た
。

　
ま
た
、
泊
漁
港
で
開
催
し
て
い
る
朝
市
は
、
平
成
30
年

度
は
週
１
回
の
開
催
で
、
売
上
額
57
万
円
。
令
和
元
年
度

は
週
２
回
で
、
１
１
０
万
円
に
達
し
た
。

　
朝
市
で
の
販
売
量

を
増
や
せ
な
い
か
。

　

漁
協
は
、
安
定
し

た
収
入
の
た
め
に
は

出
荷
が
主
と
い
う
考
え
方
。

　

朝
市
の
来
客
数

は
。

　

１
回
あ
た
り
、
50

人
か
ら
１
０
０
人
ぐ

ら
い
。

にぎわう朝市（平成30年の様子）

改修が待たれる泊駅トイレ

　
平
成
30
年
度
の
朝

市
の
１
回
あ
た
り
の

売
り
上
げ
は
、
約
４
万
円
だ

が
、
令
和
元
年
度
は
約
３
万

円
に
下
が
っ
て
い
る
。

　

に
ぎ
わ
い
創
出
の

た
め
、
単
価
を
下
げ

て
い
る
よ
う
だ
。

　
令
和
元
年
度
に
漁

獲
量
、
売
上
額
が
伸

び
た
要
因
は
何
か
。

　

平
成
30
年
度
の
操

業
は
６
月
か
ら
で

あ
っ
た
が
、
令
和
元
年
度
は

４
月
か
ら
だ
っ
た
。

　

朝
市
の
開
催
回
数
も
増
え

て
い
る
。

☆
現
在
、
汲
み
取
り
式
和
式

ト
イ
レ
が
１
つ
し
か
な
い
た

め
、
改
修
に
つ
い
て
Ｊ
Ｒ
と

協
議
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
は
、
町
が
改
修
す
る

な
ら
、
土
地
も
含
め
駅
舎
を

無
償
譲
渡
す
る
。

　
ま
た
、
駅
舎
の
撤
去
費
用

分
と
し
て
、
Ｊ
Ｒ
が
負
担
金

と
し
て
４
０
０
万
円
を
支
払

う
予
定
。

　
こ
れ
を
受
け
、
多
目
的
ト

イ
レ
、
男
子
ト
イ
レ
、
女
子

ト
イ
レ
を
水
洗
式
で
設
置

す
る
。

　

予
算
は
、
Ｗ
ｉ
ー
Ｆ
ｉ

設
置
を
含
め
、
概
算
で

１
５
５
０
万
円
。
撤
去
費

用
の
上
積
み
を
要
望
し
て

い
く
。　

松
崎
駅
も
検
討
し

た
の
か
。

問答

問

問

泊
駅
の
ト
イ
レ
を
改
修

問答

問答問答

問 答答

問答 答
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☆
全
国
的
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
が
続
く
中
、
こ

れ
ま
で
各
学
校
長
や
学
校

医
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
の
関
係
者

と
慎
重
に
検
討
し
、
臨
時
休

校
と
し
て
き
た
。

　
こ
の
ま
ま
休
校
措

置
を
続
け
て
い
く

の
か
。

松
崎
地
区
の
町
営
住
宅

を
建
て
替
え

　

バ
ス
な
ど
で
通
学

す
る
児
童
や
生
徒
が

多
く
あ
る
。
集
団
感
染
を
防

止
す
る
た
め
、
今
後
も
検
討

を
続
け
慎
重
な
判
断
を
し

た
い
。　

保
護
者
の
中
に

は
、
学
習
面
の
遅
れ

で
学
力
格
差
を
心
配
す
る
声

が
あ
る
が
。

　

教
科
書
の
進
捗
状

況
を
各
学
校
で
き
ち

ん
と
検
討
す
る
。

☆
松
崎
地
区
の
町
営
住
宅
を
建
て
替
え
る
。
長
江
地
区
に

新
た
な
団
地
と
、
上
町
団
地
を
建
て
替
え
る
計
画
。

　
家
賃
は
ど
う
な
る

の
か
。

　

現
在
の
家
賃
と
新

し
い
家
賃
の
差
が
出

て
く
る
。
５
年
間
で
調
整
し

て
い
く
。

　
施
工
能
力
が
あ
れ

ば
、
地
元
の
建
設
業

者
で
も
参
入
で
き
る
の
か
。

　

現
在
、
建
設
業
関

係
の
団
体
に
聞
き
取

り
を
し
て
お
り
、
地
元
業
者

で
も
参
加
で
き
る
仕
方
も
考

え
て
い
る
。

建て替え予定の上町団地

多くの生徒がバス通学
（湯梨浜中学校）

☆
泊
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
に

お
い
て
、
値
上
げ
が
承
認
さ

れ
た
。
そ
れ
を
受
け
て
教
育

委
員
会
が
決
定
し
た
。

　
現
在
の
単
価
は
12
年
前
の

も
の
で
あ
り
、
パ
ン
や
牛
乳

な
ど
の
物
価
上
昇
に
対
応
し

た
単
価
と
す
る
も
の
。

　
値
上
げ
し
て
も
、

ま
だ
食
材
調
達
経
費

の
ほ
う
が
高
い
が
、
差
額
の

対
応
は
。

　

差
額
に
つ
い
て

は
、
献
立
の
工
夫

や
、
調
味
料
な
ど
の
共
同
調

達
を
行
う
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
努
力
を
し
て
対
応
し
解
消

し
た
い
。

☆
子
育
て
世
帯
と
住
民
税
非

課
税
者
を
対
象
に
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
を
販

売
し
た
が
、
販
売
残
が
多

か
っ
た
。

　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
の
売
れ
行
き

が
思
わ
し
く
な
い
が
、
ひ
と

工
夫
で
き
な
い
か
。

　

国
が
定
め
た
販
売

方
法
に
、
対
象
者
が

戸
惑
い
を
生
じ
た
と
思
う
。

　

対
象
者
個
々
に
電
話
す
る

と
い
う
周
知
方
法
も
あ
っ
た

と
反
省
し
て
い
る
。

問答

問答

問 答

商
品
券
の
売
れ
残
り

対
策
を

問答

問

問答

泊
小
学
校
の
給
食
費
を

１
食
10
円
値
上
げ
へ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
で
臨
時
休
校

答

子育て世帯プレミアム付き商品券
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☆
こ
ど
も
園
の
新
規
入
園
申

し
込
み
は
、
１
９
４
人
。
そ

の
う
ち
、
第
一
希
望
が
か

な
っ
た
の
は
１
４
４
人
。
入

園
調
整
者
は
53
人
と
な
っ
て

い
る
。　

入
園
調
整
者
の
状

況
は
。

　

な
が
せ
こ
ど
も
園

の
希
望
者
が
多
く
、

調
整
し
て
動
い
て
い
た
だ

い
た
。

中
央
公
民
館
泊
分
館　
新
機
能
で
充
実
を

　
４
月
開
園
の
ニ
チ

イ
キ
ッ
ズ
湯
梨
浜
な

が
え
保
育
園
の
申
し
込
み
状

況
は
。　

定
員
に
は
達
し
て

い
な
い
。

　
羽
合
地
域
は
、
ま

だ
入
園
希
望
者
が
増

え
る
の
で
は
な
い
か
。

　

現
在
も
途
中
転
入

の
方
は
、
年
齢
に
も

よ
る
が
、
広
域
で
も
受
け
入

れ
が
困
難
な
状
況
。

☆
昨
年
末
に
設
計
委
託
し
、
関
係
者
と
協
議
を
重
ね
た
結

果
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２
階
建
て
の
最
終
案
が
報
告

さ
れ
た
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
健
康
器
具
な
ど
の
設
置
、
キ
ッ
ズ
コ
ー

ナ
ー
、
授
乳
室
な
ど
を
設
け
る
予
定
。　

作
品
展
示
ス
ペ
ー

ス
の
広
さ
は
、
現
公

民
館
と
同
じ
く
ら
い
か
。

　

同
程
度
は
確
保
し

て
お
り
、
展
示
方
法

に
よ
っ
て
は
広
く
使
え
る
。

　
地
域
住
民
へ
の
説

明
会
な
ど
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

利
用
団
体
な
ど
と

意
見
交
換
す
る
よ
う

日
程
調
整
中
。

建て替えが決定した泊分館

入園希望が多い羽合地域
（はわいこども園）

　
隣
接
し
て
い
る
さ

く
ら
歯
科
は
ど
う
な

る
の
か
。

　

南
側
に
家
引
き
で

建
物
を
移
動
し
、

継
続
し
て
開
設
し
て
い
た

だ
く
。

　

新
た
に
、
ト
イ
レ
の
設
置

も
予
定
し
て
い
る
。

　
工
事
期
間
中
は
、

青
少
年
の
家
を
活
用

し
て
い
く
と
の
こ
と
だ
が
、

周
知
は
。

　

広
報
ゆ
り
は
ま

で
お
知
ら
せ
し
て

い
く
。

　

ま
た
、
泊
地
域
の
区
長
さ

ん
に
も
お
願
い
を
し
た
。

☆
旧
北
溟
中
学
校
と
羽
合
体

育
館
に
残
っ
て
い
る
物
品

の
売
り
払
い
を
計
画
し
て

い
る
。

　
町
民
向
け
に
広
報
し
、
５

月
中
旬
を
目
途
に
売
り
払
い

を
行
う
。

　
売
れ
残
れ
ば
、
解

体
処
分
時
に
費
用
が

か
か
る
。
無
償
に
し
て
は
ど

う
か
。

　
ま
た
、
旧
東
郷
中
学
校
の

物
品
に
つ
い
て
は
ど
う
す
る

の
か
。　

町
民
の
方
に
安
価

で
買
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

旧
東
郷
中
学
校
に
つ
い
て

は
、
令
和
２
年
度
に
解
体

予
算
を
組
ん
で
い
る
。
跡

地
利
用
の
方
向
性
が
決
ま
れ

ば
、
同
様
に
売
り
払
い
を
し

た
い
。

問答

問

問

安
価
で
売
り
払
い

問答

問答問答

問答

問答 答

答

こ
ど
も
園
の
入
園

申
し
込
み
状
況



一般
   質問町政を問う

　３月定例会では、７人の議員が一般質問を行い、活発な議論を展開しま

した。

　一般質問は、議員が町の事務の執行状況や将来の方針などを町長や教育

長に問うものです。

　本町議会の質問時間は、１人60分以内で、質問回数に制限はありません。

質問者 質　問　事　項 ページ

上野　昭二
①入札の厳格化と不正行為の厳罰化を

１５
②たばこの分煙方式の推進整備を

松岡　昭博
①町民運動による健康づくりを

１６
②「歴史が息づくまち」としてＰＲしては

浦木　　靖
①子どもの人権尊重は

１７
②こども園の避難先、避難方法は

光井　哲治
①こども園給食運営に問題あり

１８
②町水道ビジョンが抱える問題

米田　強美
①観光振興で地域振興を

１９
②単身世帯の財産管理は

増井　久美
①教員の変形労働制をどう考える

２０
②公務員は憲法遵守を

竹中　寿健 ①通学費の支援を ２１
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入札の厳格化と
　　不正行為の厳罰化を

上
うえ

野
の

昭
しょう

二
じ

建設が遅れた羽合第２放課後
児童クラブ（ハワイアロハ
ホール東側建設地）

町長 １か月の指名停止を行った

【
問
】
入
札
後
の
落
札
業
者

が
、
工
期
の
問
題
か
ら
辞
退

を
申
告
し
、
協
議
検
討
の
結

果
、
落
札
決
定
取
り
消
し
と

い
う
前
代
未
聞
の
事
態
と

な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
早

期
整
備
が
望
ま
れ
て
い
た
、

羽
合
地
域
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
整
備
は
、
大
幅
な
遅
延

が
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

　
行
政
側
の
入
札
事
務
や
執

行
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
か

問
う
。

　
落
札
業
者
は
、
単
に
工
期

の
問
題
だ
け
で
、
ほ
か
に
や

む
を
得
な
い
理
由
も
な
く
辞

退
を
申
出
し
、
行
政
は
そ
れ

を
認
め
た
の
か
問
う
。

　
指
名
停
止
処
分
を
、
わ
ず

か
１
か
月
と
し
た
執
行
基
準

を
問
う
。

【
町
長
】
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
開
設
予
定
が
大
幅
に
遅

れ
、
お
わ
び
し
ま
す
。

　

入
札
は
、
「
指
名
業
者
の

選
定
及
び
入
札
要
領
」
の

規
定
に
基
づ
き
、
適
切
に

行
っ
た
。

　

入
札
後
、
落
札
者
か
ら
工

期
に
間
に
合
わ
な
い
と
の
協

議
が
あ
り
、
工
期
延
長
が
条

件
で
な
け
れ
ば
契
約
で
き
な

い
と
申
し
出
が
あ
っ
た
。

　

町
は
事
態
を
重
く
受
け
止

め
、
法
に
基
づ
き
落
札
決
定

の
取
り
消
し
を
通
知
し
た
。

　

業
者
処
分
は
、
「
指
名
停

止
措
置
要
綱
」
に
基
づ
き
、

不
正
ま
た
は
不
誠
実
な
行
為

に
該
当
す
る
た
め
、
１
か
月

の
指
名
停
止
を
行
っ
た
。

たばこ分煙化された屋外喫煙所
（鳥取空港）

【
問
】
全
国
的
に
公
共
施
設

な
ど
で
禁
煙
化
が
進
み
、
喫

煙
者
は
肩
身
の
狭
い
思
い
を

強
い
ら
れ
て
い
る
。

　
喫
煙
は
、
理
論
上
健
康
を

害
す
る
も
の
だ
が
、
肺
が
ん

と
の
因
果
関
係
は
証
明
さ
れ

て
い
な
い
実
情
が
あ
る
。

　
当
面
は
、
喫
煙
者
と
非
喫

煙
者
と
の
「
完
全
分
煙
方

式
」
が
最
善
と
考
え
る
が
、

所
見
を
問
う
。

　
第
３
次
健
康
ゆ
り
は
ま
21

で
は
、「
禁
煙
・
完
全
分
煙

の
認
定
施
設
を
ふ
や
す
」
と

し
て
い
る
が
、
完
全
分
煙
に

つ
い
て
確
認
す
る
。

　
計
画
趣
旨
に
沿
っ
て
、
認

定
施
設
を
ふ
や
し
、
完
全
分

煙
を
推
進
す
べ
き
と
思
う

が
、
見
解
を
問
う
。

【
町
長
】
健
康
増
進
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
が
施
行

さ
れ
、
令
和
２
年
４
月
１
日

よ
り
受
動
喫
煙
防
止
の
取
り

組
み
が
、
マ
ナ
ー
か
ら
全
体

の
ル
ー
ル
へ
と
変
わ
る
。

　

喫
煙
す
る
際
の
配
慮
義

務
、
公
共
施
設
な
ど
の
敷
地

内
禁
煙
は
す
で
に
始
ま
っ
て

い
る
。

　

４
月
１
日
か
ら
の
全
面
施

行
で
、
多
数
の
施
設
で
原
則

屋
内
禁
煙
と
な
る
。

　

完
全
分
煙
方
式
は
、
公
共

施
設
に
つ
い
て
は
好
ま
し
く

な
い
た
め
、
い
ま
の
と
こ
ろ

導
入
は
考
え
て
い
な
い
。

　

第
３
次
健
康
ゆ
り
は
ま
21

に
つ
い
て
は
、
健
康
増
進
法

の
改
正
を
ふ
ま
え
た
計
画
の

見
直
し
を
行
う
。

た
ば
こ
の
分
煙
方
式
の

　
　
　
　
　
　
推
進
整
備
を

町長

公
共
施
設
へ
の
導
入
は
考
え
て
い
な
い
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積立貯筋運動に取り組む参加者
（羽衣会館）

【
問
】
人
生
１
０
０
年
時
代

は
、
健
康
寿
命
を
ど
こ
ま
で

延
ば
せ
る
か
に
か
か
っ
て

お
り
、
一
人
ひ
と
り
が
、

「
ま
ず
健
康
」
に
挑
戦
す
る

気
概
を
持
つ
こ
と
が
大
切
と

思
う
。

①
健
診
実
施
率
、
保
健
指
導

実
施
率
と
も
低
い
。
生
活
習

慣
病
予
防
に
ど
の
よ
う
な
効

果
が
あ
る
の
か
。

②
会
員
数
の
推
移
や
計
測
機

器
の
活
用
状
況
か
ら
、
ゆ
り

は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら
ぶ
は
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
に
ど
の

よ
う
な
効
果
が
あ
る
の
か
。

③
同
く
ら
ぶ
の
ス
タ
ー
ト
な

ど
を
契
機
に
、「
健
康
づ
く

り
」
に
町
民
運
動
と
し
て
取

り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

【
町
長
】
①
平
成
30
年
度

の
健
診
受
診
率
は
、
31
・

２
％
。
保
健
指
導
実
施
率

は
、
18
・
３
％
と
低
い
。
健

診
に
よ
り
、
生
活
習
慣
病
の

発
症
や
進
行
の
阻
止
に
つ
な

が
る
。
引
き
続
き
、
受
診
率

の
向
上
に
努
め
る
。

②
平
成
31
年
の
会
員
を
抽
出

し
分
析
し
た
結
果
、
体
脂
肪

率
・
筋
肉
量
・
Ｂ
Ｍ
Ｉ
の
数

値
に
効
果
が
見
ら
れ
る
。

③
ゆ
り
は
ま
ヘ
ル
シ
ー
く
ら

ぶ
を
発
展
強
化
す
る
た
め
、

飛
び
地
型
自
治
体
連
携
事
業

に
取
り
組
み
、
人
生
１
０
０

年
時
代
に
向
け
た
健
康
づ
く

り
と
し
て
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

松
まつ

岡
おか

昭
あき

博
ひろ

町長

町民運動による健康づくりを
健康づくりに全力で取り組む

馬ノ山の対峙看板（長和田）

「
歴
史
が
息
づ
く
ま
ち
」

　
　
　
　
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
は

町長

力
強
く
精
力
的
に
や
っ
て
い
く

【
問
】
本
町
は
、
東
郷
池
周

辺
を
中
心
に
、
古
墳
時
代
か

ら
江
戸
時
代
ま
で
、
多
く
の

歴
史
的
遺
産
が
コ
ン
パ
ク
ト

に
収
ま
っ
て
い
る
古
代
ロ
マ

ン
あ
ふ
れ
る
町
で
あ
る
。

①
長
瀬
高
浜
遺
跡
の
価
値
を

ど
う
認
識
し
て
い
る
の
か
。

な
ぜ
、
出
土
品
の
調
査
を
行

わ
な
い
の
か
。

②
羽
衣
石
城
を
中
心
と
し
た

国
指
定
史
跡
を
め
ざ
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

③
「
馬
ノ
山
の
対
峙
」
論
争

を
契
機
に
、
歴
史
的
遺
産
を

整
備
し
、
新
し
い
観
光
の
目

玉
と
し
て
、「
歴
史
が
息
づ

く
ま
ち
湯
梨
浜
町
」
と
し
て

積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
は
ど

う
か
。

【
教
育
長
】
①
多
く
の
貴
重

な
文
化
遺
産
が
発
掘
さ
れ
、

国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
。

特
に
貴
重
な
も
の
は
、
羽
合

歴
史
民
俗
資
料
館
で
展
示
し

て
い
る
。
す
べ
て
が
調
査
・

整
理
さ
れ
報
告
書
も
提
出

済
み
。
再
整
理
、
再
調
査

は
、
現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
。

②
羽
衣
石
城
跡
は
県
指
定
史

跡
だ
が
、
専
門
家
の
指
導
を

受
け
て
、
国
の
指
定
史
跡
を

め
ざ
し
た
い
。

【
町
長
】
③
令
和
２
年
に

は
、
御
冠
山
説
と
十
万
寺
所

在
城
説
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
開
催
予
定
。

　

力
強
く
精
力
的
に
や
っ
て

い
く
こ
と
が
必
要
。
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不登校者を受け入れ
（中部子ども支援センター）

高台の避難所が必要では
（はわいこども園）

子どもの人権尊重は
教育長

【
問
】
①
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

が
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た

が
、
配
布
時
に
各
地
域
に
お

い
て
避
難
場
所
、
避
難
方
法

は
説
明
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
た
。
そ
の
後
の
経
過

は
。

②
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
場

所
で
過
ご
し
て
い
る
児
童
な

ど
の
避
難
方
法
は
。

③
何
か
所
か
の
こ
ど
も
園
で

は
、
近
く
に
避
難
所
が
な
い

園
が
あ
る
。
そ
の
園
の
避
難

先
、
避
難
方
法
は
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

　
ま
た
、
近
隣
住
民
も
そ
の

園
を
避
難
所
に
対
応
で
き
る

施
設
に
し
、
そ
こ
に
避
難
す

る
と
い
っ
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
が
ど
う
な
の
か
。

【
町
長
】
①
自
主
防
災
組

織
、
学
校
関
係
な
ど
各
種
団

体
に
、
防
災
マ
ッ
プ
を
テ
ー

マ
に
し
た
講
習
会
や
研
修
会

を
実
施
し
て
い
る
。
未
実
施

地
区
に
は
、
引
き
続
き
お
願

い
し
て
い
る
。

②
５
か
所
の
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
の
児
童
の
避
難
は
、
小

学
校
の
施
設
な
ど
の
指
定
避

難
所
に
避
難
し
て
い
た
だ

く
。

【
問
】
①
不
登
校
者
の
中

に
、
仲
間
外
れ
、
無
視
を
さ

れ
た
と
い
う
理
由
で
、
不
登

校
に
な
っ
て
い
る
子
ど
も
は

い
な
い
の
か
。

②
学
校
統
合
と
い
っ
た
環
境

の
変
化
で
、不
登
校
者
が
減

少
す
る
と
期
待
し
て
い
た
が
、

現
実
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。

　
ま
た
、
子
ど
も
同
士
の
か

か
わ
り
方
に
何
か
変
化
が
起

こ
っ
て
い
る
の
か
。

③
虐
待
の
加
害
者
も
幼
少
時

代
か
ら
人
権
学
習
を
学
ん
で

き
て
い
る
。そ
の
こ
と
を
考
え

れ
ば
、
学
習
自
体
に
何
か
問

題
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

④
高
齢
者
が
楽
し
く
、
幸
せ

に
過
ご
す
権
利
が
あ
る
が
、

そ
の
取
り
組
み
は
。

③
町
内
９
か
所
の
こ
ど
も

園
・
保
育
所
で
、
指
定
避
難

所
と
な
っ
て
い
る
こ
ど
も
園

は
２
か
所
。
そ
れ
以
外
の
７

施
設
は
、
状
況
に
よ
り
近
隣

の
指
定
避
難
所
へ
移
る
こ
と

に
な
り
、
児
童
福
祉
法
な
ど

に
よ
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い

避
難
す
る
。

　

近
隣
の
住
民
が
、
こ
ど
も

園
に
一
時
避
難
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
と
思
う
。

【
教
育
長
】
①
不
登
校
の
原

因
は
複
雑
。
引
き
続
き
未
然

防
止
な
ど
、
関
係
機
関
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

②
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
で
、
教

室
に
入
れ
な
い
生
徒
も
い
る

が
、
中
学
校
開
校
初
年
度
か

ら
、
校
風
づ
く
り
、
部
活
動

や
主
体
性
を
持
っ
た
生
徒
会

活
動
、
保
護
者
と
の
信
頼
関

係
な
ど
、
と
て
も
良
い
ス

タ
ー
ト
が
切
れ
て
い
る
。

③
子
ど
も
の
人
権
意
識
や
人

権
感
覚
を
育
て
る
に
は
、
教

育
現
場
の
連
携
が
必
要
。
人

権
教
育
の
推
進
に
努
め
る
。

【
町
長
】
④
行
政
と
地
域
が
連

携
し
、
高
齢
者
の
意
思
や
人

格
が
尊
重
さ
れ
、
楽
し
く
幸

せ
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
地

域
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
。

浦
うら

木
き

　 靖
やすし

関係機関と連携する

こ
ど
も
園
の
避
難
先
、
避
難
方
法
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
い
避
難
す
る

町長
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町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
が
抱
え
る
問
題

令
和
４
年
度
収
支
赤
字

ながせこども園

倉吉市から水の供給を受ける水道管
（耐震管）を設置（田後地内）

【
問
】
①
経
営
中
期
見
通
し

は
厳
し
い
試
算
で
は
な
い

か
。

②
施
設
整
備
、
管
路
更
新
計

画
な
ど
の
内
容
で
は
、
不
十

分
で
は
な
い
か
。

　
町
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
は
、
楽

観
的
な
見
通
し
で
は
な
い
。

経
営
見
通
し
は
、
令
和
４
年

に
収
支
赤
字
予
測
で
あ
る
。

　
10
年
間
の
計
画
で
は
、
管

路
全
体
で
耐
震
化
率
は
18
％

し
か
進
ま
な
い
。

　

収
支
赤
字
の
予
測
の
中

で
、
更
新
は
待
っ
た
な
し
で

あ
る
。
一
般
会
計
か
ら
の
繰

り
入
れ
方
法
も
考
え
、
短
絡

的
に
料
金
値
上
げ
に
結
論
づ

け
る
べ
き
で
は
な
い
。
町
長

の
所
見
を
問
う
。

【
問
】
①
町
営
こ
ど
も
園
と

町
設
民
営
な
が
せ
こ
ど
も
園

の
給
食
材
料
費
支
出
に
、
な

ぜ
差
が
出
た
の
か
。

②
な
が
せ
こ
ど
も
園
の
一
括

委
託
料
で
は
、
町
営
と
の
比

較
検
討
が
で
き
な
い
。
内
訳

積
算
根
拠
が
、
な
ぜ
出
て
こ

な
い
の
か
。

　
町
営
と
な
が
せ
こ
ど
も
園

で
は
、
給
食
材
料
費
が
町
営

に
比
べ
て
、
な
が
せ
こ
ど
も

園
は
、
か
な
り
低
額
で
あ

る
。
一
括
委
託
料
の
積
算
内

訳
が
わ
か
ら
な
け
れ
ば
原
因

解
明
に
な
ら
な
い
。
な
が
せ

こ
ど
も
園
の
運
営
実
態
と
積

算
予
算
と
決
算
解
明
が
急
が

れ
る
。
町
長
の
認
識
と
所
見

を
問
う
。

【
町
長
】
①
ビ
ジ
ョ
ン
の
中

で
財
政
収
支
予
測
を
行
っ
た

結
果
、
こ
の
ま
ま
で
い
け
ば

令
和
４
年
度
以
降
に
収
支
赤

字
の
見
込
み
で
あ
る
。
積
立

金
を
充
て
て
も
、
水
需
要
の

減
少
に
よ
り
、
令
和
９
年
度

以
降
は
経
営
悪
化
と
な
る
。

　

財
源
確
保
の
対
策
と
し

て
、
経
費
削
減
を
行
う
一
方

で
、
料
金
体
系
の
経
営
改
革

が
必
要
で
あ
る
。

【
町
長
】
①
平
成
24
年
４
月

か
ら
自
園
給
食
が
開
始
さ

れ
、
給
食
セ
ン
タ
ー
か
ら
各

園
に
配
送
し
て
い
た
と
き
と

比
較
す
る
と
、
給
食
材
料

費
の
経
費
に
差
が
生
じ
て

い
る
。

②
町
の
給
食
材
料
費
は
、
国

の
通
知
に
よ
る
単
価
な
ど

を
参
考
に
予
算
計
上
し
て

い
る
。

　

な
が
せ
こ
ど
も
園
は
、
前

年
度
決
算
を
参
考
に
予
算
計

上
さ
れ
て
い
る
。
算
出
根
拠

が
不
明
で
あ
り
、
内
容
の
比

較
が
で
き
な
い
。
実
績
報
告

書
で
も
確
認
が
で
き
な
い
た

め
、
今
後
は
算
出
根
拠
を
示

し
、
町
営
と
給
食
に
差
が
な

い
よ
う
に
す
る
。

②
水
道
施
設
の
耐
震
化
目
標

は
、
耐
震
化
の
現
状
や
耐
震

化
整
備
量
な
ど
を
ふ
ま
え
、

基
幹
管
路
と
管
路
全
体
を
対

象
に
そ
れ
ぞ
れ
耐
震
化
率
を

設
定
し
て
い
る
。

　

今
後
、
水
道
事
業
運
営
に

支
障
が
出
る
場
合
は
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
投
入
な

ど
の
対
策
が
必
要
な
時
期
が

く
る
と
考
え
て
い
る
。
料
金

改
定
作
業
の
中
で
検
討
し
た

い
。

こども園給食運営に問題あり
町長

町長

町営と差がないようにする
光
みつ

井
い

哲
てつ

治
はる
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米
よね

田
だ

強
つよ

美
み

相続財産が店舗に（旭）

2019年ONSEN・ガストロノミーツー
リズム　湯梨浜町が最優秀賞

【
問
】
１
９
９
０
年
ま
で
の

生
涯
未
婚
率
は
、
男
女
と
も

５
％
で
推
移
し
た
が
、
そ

の
後
大
き
く
高
止
ま
り
、

２
０
３
０
年
に
は
男
性

28
％
、
女
性
19
％
に
ま
で
高

ま
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　
単
身
世
帯
の
増
加
は
、
社

会
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て

い
く
と
も
言
わ
れ
る
。

　

相
続
人
が
い
な
い
財
産

は
、
最
終
的
に
相
続
財
産
管

理
人
に
よ
り
、
管
理
・
処
分

が
行
わ
れ
る
。

　
し
か
し
、
生
前
に
遺
言
書

に
よ
り
指
定
す
れ
ば
、
家
族

以
外
も
相
続
が
可
能
に
な

る
。
周
知
が
大
切
だ
と
考
え

る
が
、
所
見
を
問
う
。

【
町
長
】
相
続
登
記
が
な
さ

れ
な
い
ケ
ー
ス
が
報
道
さ
れ

る
な
ど
、
社
会
的
関
心
を
集

め
て
い
る
。
そ
の
対
策
と
し

て
、
早
期
の
相
続
登
記
に
対

す
る
チ
ラ
シ
な
ど
を
配
布
し

て
周
知
に
努
め
て
い
る
。

　

相
続
財
産
管
理
人
選
任
に

つ
い
て
は
、
む
ず
か
し
い
現

状
が
あ
る
。

【
問
】
①
観
光
振
興
で
地
域

振
興
を
行
う
に
は
、
観
光
産

業
と
い
う
狭
い
範
囲
で
と
ら

え
る
の
で
は
な
く
、
地
域
全

体
で
魅
力
を
発
信
し
提
供
す

る
こ
と
が
大
切
だ
。
そ
の
た

め
に
は
、
多
様
な
主
体
の
巻

き
込
み
が
大
切
に
な
る
と
考

え
る
が
、
所
見
を
問
う
。

②
観
光
情
報
や
宿
泊
予
約

サ
イ
ト
の
ほ
か
に
、
レ

ジ
ャ
ー
・
遊
び
の
予
約
サ
イ

ト
「
ア
ソ
ビ
ュ
ー
」
や
食
の

「
キ
ッ
チ
ハ
イ
ク
」
な
ど
の

活
用
が
、
地
域
の
魅
力
発
信

に
つ
な
が
る
と
思
う
が
、
ど

う
か
。

　

財
産
管
理
人
な
ど
の
相
談

が
あ
っ
た
場
合
は
、
弁
護

士
・
司
法
書
士
に
よ
る
法
律

無
料
相
談
会
な
ど
に
参
加
さ

れ
る
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。

　

身
の
回
り
の
法
律
問
題
を

無
料
で
相
談
で
き
、
利
用
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

【
町
長
】
①
観
光
振
興
に
つ

い
て
は
、
地
域
住
民
の
支
持

や
誇
り
が
得
ら
れ
る
よ
う
な

文
化
、
技
術
、
体
験
、
交
流

な
ど
、
積
極
的
な
掘
り
起
こ

し
を
行
う
。
ま
ち
づ
く
り
創

造
事
業
な
ど
を
通
じ
て
、
引

き
続
き
支
援
し
、
共
に
推
進

し
て
い
き
た
い
。

②
「
ア
ソ
ビ
ュ
ー
」
、

「
キ
ッ
チ
ハ
イ
ク
」
に
つ
い

て
は
、
今
後
ア
プ
リ
を
使
っ

た
誘
客
は
、
ま
す
ま
す
そ
の

重
要
性
を
増
し
て
く
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。

　

今
後
、
各
団
体
と
情
報
交

換
し
な
が
ら
、
登
録
推
進
に

向
け
協
議
し
て
い
き
た
い
。

観光振興で地域振興を
町長 積極的な掘り起こしを行う

単
身
世
帯
の
財
産
管
理
は

無
料
相
談
会
の
利
活
用
を

町長
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公
務
員
は
憲
法
遵
守
を

今
後
も
奉
仕
者
と
し
て
職
務
を
遂
行

中部地区で一番児童数が多い
羽合小学校

平和宣言の看板（役場庁舎前）

【
問
】
広
報
ゆ
り
は
ま
11
月

号
の
表
紙
に
「
す
ご
い
ぞ
自

衛
隊
車
両
」
と
し
て
、
装
甲

車
に
乗
っ
て
喜
ん
で
い
る
子

ど
も
の
写
真
が
使
わ
れ
た
。

装
甲
車
は
戦
争
を
す
る
車
だ

と
「
湯
梨
浜
９
条
の
会
」
は

町
長
へ
抗
議
と
申
し
入
れ
を

行
っ
た
。

　
広
報
ゆ
り
は
ま
12
月
号
に

お
わ
び
の
記
事
が
載
っ
た

が
、
わ
が
町
は
平
和
宣
言
を

し
て
い
る
町
で
あ
り
、
公
務

員
は
憲
法
遵
守
の
立
場
に

あ
る
。

　
町
長
以
下
、
役
場
職
員
全

員
が
改
め
て
日
本
国
憲
法
や

非
核
平
和
宣
言
に
つ
い
て
勉

強
し
直
す
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

【
問
】
２
０
１
９
年
12
月
４

日
に
、
安
倍
政
権
は
公
立
学

校
の
教
員
に
「
一
年
単
位
の

変
形
労
働
時
間
制
」
を
導
入

可
能
と
す
る
法
案
を
成
立
さ

せ
た
。
全
国
で
「
過
労
死
が

増
え
る
」
「
先
生
を
続
け
ら

れ
な
く
な
る
」
な
ど
の
声
が

多
く
あ
る
。

　
「
変
形
労
働
時
間
制
」の
、

公
立
学
校
で
の
運
用
目
的

は「
夏
の
休
日
の
ま
と
め
取

り
」
に
限
定
さ
れ
る
。
制
度

は
完
全
に
選
択
制
で
あ
り
、

都
道
府
県
が
条
例
を
定
め

た
も
と
で
、個
々
の
自
治
体

や
学
校
が
導
入
す
る
か
ど
う

か
、い
ず
れ
も
自
由
で
あ
る
。

　
導
入
す
べ
き
で
な
い
と
考

え
る
が
、教
育
長
の
考
え
は
。

【
町
長
】
一
般
的
に
、
広
報

誌
の
表
紙
写
真
は
、
季
節
感

や
住
民
の
笑
顔
、
躍
動
感
が

伝
わ
る
も
の
を
採
用
し
て
い

る
。
広
報
ゆ
り
は
ま
11
月
号

は
、
ゆ
り
は
ま
商
工
フ
ェ

ス
タ
で
、
自
衛
隊
車
両
に

乗
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
掲
載

し
た
。

　

そ
の
写
真
が
、
悲
惨
な
戦

争
を
連
想
さ
せ
て
し
ま
っ
た

こ
と
は
、
軽
率
で
不
適
切

だ
っ
た
。

【
教
育
長
】
教
員
の
働
き
方

改
革
を
推
進
す
る
た
め
、
来

年
度
よ
り
変
形
労
働
時
間
制

を
実
施
す
る
予
定
。

　

夏
季
の
長
期
休
業
期
は
、

労
働
時
間
を
短
縮
し
、
逆

に
、
年
度
当
初
の
４
月
は
長

く
す
る
。
そ
し
て
、
時
間
外

労
働
時
間
の
上
限
を
、
年
間

３
２
０
時
間
、
１
か
月
42
時

間
と
す
る
も
の
。　
　

　

教
育
委
員
会
で
は
、
導
入

可
能
な
条
例
の
整
備
を
進
め

て
い
く
。

　

し
か
し
、
実
施
に
向
け
て

は
、
各
学
校
長
と
慎
重
に
協

議
し
、
効
果
的
な
も
の
に
し

て
い
き
た
い
。

　

そ
の
た
め
、
広
報
12
月
号

に
お
わ
び
を
掲
載
し
た
。

　

公
務
員
は
、
憲
法
な
ど
の

各
種
法
令
を
尊
重
し
、
擁
護

す
る
こ
と
を
宣
誓
し
て
い

る
。

　

今
後
も
、
住
民
へ
の
奉
仕

者
と
し
て
、
誠
実
か
つ
公
正

に
、
職
務
を
遂
行
し
ま
す
。

教員の変形労働制をどう考える

教育長

町長

慎重に協議し効果的なものへ
増
ます

井
い

久
く

美
み
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竹
たけ

中
なか

寿
とし

健
たけ

自転車で通学（湯梨浜中学校）

【
問
】
①
鳥
取
県
の
新
年
度

予
算
で
、
子
育
て
世
代
の
負

担
軽
減
策
と
し
て
高
校
生
の

通
学
費
助
成
が
提
案
さ
れ

た
。
月
額
７
０
０
０
円
以
上

の
交
通
費
を
、
県
と
町
が
そ

れ
ぞ
れ
２
分
の
１
助
成
す
る

も
の
で
あ
る
が
、
本
町
の
助

成
対
象
者
数
な
ど
に
つ
い
て

問
う
。

　
ま
た
、
町
独
自
の
支
援
を

す
る
考
え
は
な
い
か
。

②
中
学
校
の
通
学
形
態
は
、

バ
ス
通
学
90
人
、
自
転
車
通

学
３
２
０
人
、
徒
歩
５
人
と

な
っ
て
い
る
。
圧
倒
的
に
自

転
車
通
学
が
多
い
。
自
転
車

購
入
や
維
持
費
な
ど
保
護
者

の
負
担
は
大
き
い
。
自
転
車

購
入
助
成
を
考
え
て
も
い
い

の
で
は
な
い
か
。

【
教
育
長
】
①
高
校
生
の
通

学
定
期
券
の
購
入
補
助
を
す

る
制
度
で
、
本
町
も
新
年
度

予
算
に
補
助
金
８
０
０
万
円

を
計
上
し
て
い
る
。
概
算
見

込
み
で
は
町
内
の
高
校
生

約
５
０
０
人
の
う
ち
、
約

１
５
０
人
が
対
象
。

　

町
独
自
の
助
成
は
、
通
学

の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で
あ

り
、
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

②
現
在
、
自
転
車
通
学
用
の

ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
町
で
購
入

し
、
中
学
校
の
新
入
生
全
員

に
支
給
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
「
要
保
護
及
び
準

要
保
護
児
童
生
徒
就
業
援
助

費
」
な
ど
助
成
事
業
を
行
っ

て
い
る
。
自
転
車
通
学
生
の

保
護
者
に
対
す
る
助
成
は
考

え
て
い
な
い
。

通学費の支援を
教育長 自転車購入費助成は考えていない

　　　羽合第２放課後児童クラブ

　新築工事完成は９月

　

電
気
と
機
械
設
備
は

契
約
済
み
だ
が
、
工

期
は
ど
う
な
る
の
か
。

　

３
月
24
日
の
工
期

だ
っ
た
が
、
中
止
を

か
け
て
期
間
を
延
長
。

　

４
月
開
園
に
向
け
、

送
迎
の
段
取
り
を
し

て
い
た
方
は
検
討
が
必
要
。

丁
寧
な
説
明
を
願
い
た
い
。

　

町
報
と
あ
わ
せ
、
新

規
の
説
明
会
、
各
児

童
ク
ラ
ブ
で
説
明
を
し
た

い
。

　

町
報
で
は
、
利
用
料

金
は
未
定
と
な
っ
て

い
た
が
。

　

広
報
の
締
め
切
り
ま

で
に
、
詳
細
が
決
定

し
て
い
な
か
っ
た
。

　

長
期
休
暇
な
ど
の
関
係

で
、
利
用
料
に
納
得
い
か
な

い
と
い
う
意
見
が
あ
り
、
改

善
す
る
た
め
料
金
改
定
を

行
っ
た
。

《
２
月
７
日 

全
員
協
議
会
》

　

12
月
２
日
に
入
札
を
行
っ

た
が
、
落
札
業
者
が
３
月
末

ま
で
の
工
期
に
間
に
合
わ
な

く
、
入
札
不
調
と
な
っ
た
。

開
園
の
時
期
が
遅
れ
、
申
し

訳
な
い
。

　

国
と
県
の
補
助
金
が
絡
む

た
め
、
ど
の
よ
う
に
繰
り
越

し
予
算
を
上
げ
て
い
く
の
か

検
討
し
て
き
た
。
工
期
を
２

か
年
に
ま
た
が
っ
た
形
で
の

入
札
を
し
た
く
、
補
正
予
算

を
上
げ
た
。

　

建
築
の
確
認
申
請
の
手

数
料
・
実
施
設
計
の
経
費

な
ど
、
す
で
に
支
払
っ
て

い
る
。

　

ま
た
、
電
気
と
機
械
設
備

に
つ
い
て
は
契
約
し
て
お

り
、
準
備
金
は
今
年
度
に
支

出
し
、
残
り
を
翌
年
度
に
繰

り
越
す
形
で
予
算
を
計
上

し
た
。

　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
、
２
月
25
日
に
入
札
。
３

月
２
日
前
後
に
仮
契
約
。
３

月
議
会
で
本
契
約
の
議
決
を

い
た
だ
き
、
９
月
中
旬
の
工

期
と
し
、
９
月
末
ま
で
に
は

開
園
し
た
い
。

問答問答問答
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泊分館の建て替え　 区長会の視察　　

レークサイド・ヴィレッジ　

問

答

問

答

中央公民館泊分館の建て替えは。

現在基本設計中で、住民の意見を聞きながら

令和２年度に実施設計にかかる。

泊の住民だけでなく、町内外の人を呼び込め

る特色のある施設にしてほしい。

【担当課回答】健康づくりや多世代が利用でき

る施設にしていく。完成後には、魅力ある講座

を企画し、多くの方に来ていただきたい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

レークサイド・ヴィレッジの予約状況は。

【担当課回答】県外者14％、町外者74％、町

内者12％。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

泊恐竜広場交差点信号機の時間の見直しを。

【担当課回答】地域の総意として町に要望を

いただけば、公安委員会に要望していく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

久留の牧田商店横の歩道橋は役目を終えてい

る。存続か撤去かの検討を。

【担当課回答】地域の総意として撤去要望が

あれば、管理者である県に要望していく。た

だし、再設置はできなくなる。代わりの横断

歩道の設置も公安委員会の判断となる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

新中学校での伝統文化の継承は。

【担当課回答】各地域の伝統文化継承の取り

組みについて検討している。

区長会で現場を視察する機会があればよい。

【担当課回答】町の取り組みを知っていただ

くため、視察も含めて検討したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

３本の用水路が線路の下を通って、旭、龍島

に流れてきて池まで続いている。この水路を

止めて新町川に集中させれば、ポンプの維持

管理費がそんなにかからないのではないか。

【担当課回答】３本とも農業用用排水路で、昔

からの水路のため、むやみに流れを止めるの

は困難。松崎地区の浸水は、堤防で流入を防

ぎ、内陸地の水をポンプで排出する方法が効

果的。

鉢伏山自然公園の管理はどうなっているのか。

【担当課回答】町が管理しているが、利用が

少なく面積も広大であり、現在は管理車道の

みの維持管理を行っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

門田の水田の地盤沈下が進み、年中水に浸

かっているところがある。救済方法を考えて

ほしい。

基盤整備をすれば個人負担もあり、今の農業

情勢下では賛成者は少ない。解決策を一緒に

なって考えたい。国や県にも陳情したい。

　７回目となる「住民と議会の意見交換会」を令和元年11月15日（泊地域）、19日（羽合地域）、22日（東

郷地域）の３会場で行いました。

　議会・町政に対して多くのご意見・提言をいただきました。町行政に関するご意見・要望などは、町

行政部局に回答を求め、議会として検討するものは委員会で協議していきます。

　今回は、意見と回答の一部を紹介します。

空き家情報　
問

答

問

答

問

答

防災マップの活用　
問

答

問

答

問

答

問

答

問

答

松崎周辺の住まいを探したが、分からないた

め倉吉市に住んでいるという方がいる。空き

家情報がうまく伝わってないと感じる。

松崎駅前の「どれみ」で地域おこし協力隊が

担当している。要望を伝えていただきたい。

泊での地域おこし協力隊の活動（空き家対策）

が、実際目に見えない。

隊員１人では限界がある。区長さんなどにも

ご協力いただきながら一緒にやっていくのが

良いと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

農業振興策は、他県や他町村の状況を視察さ

れれば情報が入ってくるのではないか。

他町の状況は農協から聞くこともあるが、中

部の市町で意見交換などを行って勉強してい

きたい。

団地入居者に貸し農園があればと思う。

団地の隣接はむずかしいかもしれないが、町

内には何か所かあるので、町に問い合わせて

いただければと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　

湯梨浜中学校が避難所になっているが、駐車

場が足りないのでは。

緊急時には、グラウンドを開放するしか方法

はないと思う。

子どもも体育の授業をしたいと思うので、中

学校と普段からコミュニケーションをとり、

うまく連携をとってほしい。

住民の生命、財産を守るのが一番。体育館や

グラウンドを避難所として使用する場合は、

子どもの学習ができないこともご理解いただ

きたい。

せっかくの防災マップを、講習会など地域で

もっと活用するべき。

防災特別対策官も設置されている。皆が防災

への共通理解ができるような機運を高めてい

ただきたい。

　

地元が消滅するのではと、危機感を持ってい

る。過疎地域に対して、行政がどのような取

り組みをするのか関心がある。

地域での格差を考慮し、均等な発展を考え

る必要を感じる。行政にも提案、提言して

いく。

　　　　　

天神川の氾濫が過去にあった。堤防の強化が

必要だと思う。

国交省では、中洲の木の伐採などを進めてき

た。今後は川床を掘って深くする工事をして

いくようだ。

　　　　　　　　　　　　　

新築される建物の大きさと広さは。

十分な広さを確保し、羽合小学校体育館も併

用する。２～６年生が利用する。

　　　　　　　　　

サウンディング型の市場調査とは。

具体的な条件を設定せず、可能な事業展開を

募集するもの。

事業提案したのはどんな業者か。

スーパー関係の商業系業者や地元の酒造業者

などが応募された。

宿泊施設業者の可能性が示されており、地元

業者への圧迫を懸念する。

既存事業者へ、民業圧迫とならないように取

り組んでいきたい。
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泊分館の建て替え　 区長会の視察　　
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る。存続か撤去かの検討を。
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だし、再設置はできなくなる。代わりの横断

歩道の設置も公安委員会の判断となる。
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組みについて検討している。
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【担当課回答】町の取り組みを知っていただ

くため、視察も含めて検討したい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

３本の用水路が線路の下を通って、旭、龍島

に流れてきて池まで続いている。この水路を

止めて新町川に集中させれば、ポンプの維持

管理費がそんなにかからないのではないか。

【担当課回答】３本とも農業用用排水路で、昔

からの水路のため、むやみに流れを止めるの

は困難。松崎地区の浸水は、堤防で流入を防

ぎ、内陸地の水をポンプで排出する方法が効

果的。

鉢伏山自然公園の管理はどうなっているのか。

【担当課回答】町が管理しているが、利用が

少なく面積も広大であり、現在は管理車道の

みの維持管理を行っている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

門田の水田の地盤沈下が進み、年中水に浸

かっているところがある。救済方法を考えて

ほしい。

基盤整備をすれば個人負担もあり、今の農業

情勢下では賛成者は少ない。解決策を一緒に

なって考えたい。国や県にも陳情したい。

　７回目となる「住民と議会の意見交換会」を令和元年11月15日（泊地域）、19日（羽合地域）、22日（東

郷地域）の３会場で行いました。

　議会・町政に対して多くのご意見・提言をいただきました。町行政に関するご意見・要望などは、町

行政部局に回答を求め、議会として検討するものは委員会で協議していきます。

　今回は、意見と回答の一部を紹介します。
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め倉吉市に住んでいるという方がいる。空き

家情報がうまく伝わってないと感じる。

松崎駅前の「どれみ」で地域おこし協力隊が

担当している。要望を伝えていただきたい。

泊での地域おこし協力隊の活動（空き家対策）

が、実際目に見えない。

隊員１人では限界がある。区長さんなどにも

ご協力いただきながら一緒にやっていくのが

良いと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

農業振興策は、他県や他町村の状況を視察さ

れれば情報が入ってくるのではないか。

他町の状況は農協から聞くこともあるが、中

部の市町で意見交換などを行って勉強してい

きたい。

団地入居者に貸し農園があればと思う。

団地の隣接はむずかしいかもしれないが、町

内には何か所かあるので、町に問い合わせて

いただければと思う。

　　　　　　　　　　　　　　　

湯梨浜中学校が避難所になっているが、駐車

場が足りないのでは。

緊急時には、グラウンドを開放するしか方法

はないと思う。

子どもも体育の授業をしたいと思うので、中

学校と普段からコミュニケーションをとり、

うまく連携をとってほしい。

住民の生命、財産を守るのが一番。体育館や

グラウンドを避難所として使用する場合は、

子どもの学習ができないこともご理解いただ

きたい。

せっかくの防災マップを、講習会など地域で

もっと活用するべき。

防災特別対策官も設置されている。皆が防災

への共通理解ができるような機運を高めてい

ただきたい。

　

地元が消滅するのではと、危機感を持ってい

る。過疎地域に対して、行政がどのような取

り組みをするのか関心がある。

地域での格差を考慮し、均等な発展を考え

る必要を感じる。行政にも提案、提言して

いく。

　　　　　

天神川の氾濫が過去にあった。堤防の強化が

必要だと思う。

国交省では、中洲の木の伐採などを進めてき

た。今後は川床を掘って深くする工事をして

いくようだ。

　　　　　　　　　　　　　

新築される建物の大きさと広さは。

十分な広さを確保し、羽合小学校体育館も併

用する。２～６年生が利用する。

　　　　　　　　　

サウンディング型の市場調査とは。

具体的な条件を設定せず、可能な事業展開を

募集するもの。

事業提案したのはどんな業者か。

スーパー関係の商業系業者や地元の酒造業者

などが応募された。

宿泊施設業者の可能性が示されており、地元

業者への圧迫を懸念する。

既存事業者へ、民業圧迫とならないように取

り組んでいきたい。
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住民と議会の意見交換会を開催しました
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議会の傍聴をお気軽に
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　傍聴は議会の審議内容や、議会活動、町政の内容などを知ることのできる身近な方法です。ど

なたでも傍聴できますので、役場３階へお気軽にお越しください。

　議会の日程は、広報ゆりはま、防災無線放送、町ホームページでお知らせします。

　平成12年、旧東郷町の時に町民の健

康増進、交流などを目的として、東郷湖

ドラゴンカヌー大会が開催されました。

　この20年間で、町主催から官民共

同そして民間へと運営組織は変化しま

した。

　平成12年の大会立ち上げ当初から携

わり、民間移行し、協会発足時より会長

として活動を行っています。地域を盛り

上げたい。東郷湖を湯梨浜町をもっと

知ってもらいたい。そんな想いをチカラ

に私をはじめ協会メンバーはボランティ

アで集まっています。

　協会に所属するチームが全国各地で行

われる大会に参加していることもあり、

関西、四国、関東にまでドラゴンの仲間

が広がり繋がっています。

　近年は、体験型教育旅行の受入れも始

まり、毎年多くの学生が湯梨浜町に滞在

し、ドラゴンカヌーを体験しています。

　県内においてもここにしかない、オン

リーワンのドラゴンカヌーは、地元の小

学校、中学校、スポ少などでも体験乗船

会を推進し、８月の大会ではジュニアの

部のエントリーが増加しています。

　こういった経験の中から将来、地元を

離れる時がきても、夏のドラゴンの時は

湯梨浜町に帰ろうと思える、そんなドラ

ゴンカヌーを作り上げていきたいと思い

ます。

会　長　吉岡　学さん（藤津）

東郷湖ドラゴンカヌー協会




